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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・11月23日～24日、ＳＷ実習生２名が北病棟に来ます。24日の家族教室に実際に参加してもらう予定です。

・管理伝票の付いていない内科の血液検査伝票がＤｒ．ファイルに入っていました。管理伝票付いていない状態でファイルに入れないようにして下さい。

・体育館のトイレの使用は禁止になっています。原則的にプログラム中はトイレへ行くことは禁止。やむを得ない場合のみ、西病棟のトイレを使用していますが、プログラム前に病棟で済ませて頂き、途中退席のないよう働きかけていきましょう。

・中野渡鉄男様～本日午前、東合併病棟より肺炎治癒の為、北病棟へ転入されています。11月10日よりＯＴ再開。プログラムは本日の午後より再開されています。11月8日昼食後から臨時薬、クラビット(100)3Ｔ、ヨウフェナック(25)3Ｔ、レスプレン(20)3Ｔが処方となっています。11月15日朝食後までです。同日の内科診察時臨時処方継続するか否か上申して下さい。11月7日、採血、胸部Ｘ－Ｐ済みです。東合併病棟へ転室された際所持していた現金は医事へ預けてあり、明日返すそうなので、スタッフが医事へ取りに行って下さい。

　　　　　　　　今後のケアプランとして、身体管理、自己服薬管理を挙げています。スタッフ側で注意していきましょう。

・五日市公様～本日、スタッフ・ＳＷ付き添いにて赤田外科受診されています。排膿

　　　　　　　膿済まされ、軟膏処置してきています。内服クラビット3Ｔ3×/６ＴＤ

　　　　　　　痛み止め頓服処方されています。処置は当院で消毒、軟膏塗布のガー　

　　　　　　　ぜ保護です。次回受診は11月14日9時出棟予定です。同日ランチ外泊の前に受診してもらえるか、御家族へ準夜スタッフが電話連絡する予定です。処置は１日１回20時でお願いします。本日は入浴禁止、次回入浴は11月11日で、患部は濡らさない様ディスポ手袋等で保護して下さい。疼痛時、痛み止めを１時間内服しても効果がない時は、再度内服可能です。

＜注目患者様ケース検討＞

・村上元道様～青山荘の申込書、調査表を記入して頂いています。青山荘には半年程いた後、すぐにアパートで暮らしたいと話されています。利用目的について聞くも、「特には・・・。」と、目的がぼんやりとはっきりしない様子です。また、調査表記入時、働いていた年数や入院年数等が合わず、本人、焦って記入されているようです。感情のままに動かれる事があるので、スケジュールをスタッフ側で作り、経過を見ながら進めていく予定です。

・畑山勝司様～青明舎利用についてサービス内容伝えています。今後、単独での生活になるが、１～２ヶ月程様子を見ていく為、利用をすすめるも、「いりません。」と拒否されています。姉様に同様の事を説明し、利用して頂けるよう話を進めていく予定です。

・柳杭田かつ子様～11月４日より右大腿部痛の訴えありますが、患部が膝や腰等色々な所へ変わる、湿布・軟膏の要求が日によって違う、「ビック・スモールが(幹部を)かばっている。」等の妄想様発言がある為、疼痛が身体的なものなのか、異常体験からくるものなのか不明です。血液検査の結果を見て、週末まで様子を見ましょう。


































